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両ダンゴの底釣り

＋ ＋

●寄せも食わせも抜群の信頼ブレンド
①ダンゴの底釣り夏100㏄＋ペレ底100㏄＋水100㏄

打ちはじめは、①に②の半分を合体させる

②粒戦100㏄＋水50㏄

＋

ハリ●上下4～6号

ミチイト●0.8～1.2号

ハリス●0.4～0.5号
（上30～43㎝、下37㎝～50㎝）

ウキ●短竿なら羽根寸8㎝
中尺なら羽根寸10㎝
長竿なら羽根寸15㎝

竿●水深に合わせ、出来る限り
竿一杯で底が取れる長さにする。

●仕掛け図

基本セッティング
竿は水深に合わせ、できる限り竿一杯のタナで釣りや
すくする。ウキは底近くまでエサを引っぱれるオモリ
量が多いもの。ラインはトラブルが少なく安心して使
える号数を選べば、こまかく気を使う必要はない。ハ
リス段差は、７～８㎝を目安にし、長さは活性に合わ
せるが、高活性時は上20㎝、下27㎝で、もっと詰める
場合も想定したい。また、追いが悪いときは、最長で
50㎝をめどとしたい。

底釣りエサの特徴
ダンゴの底釣り夏
底までしっかりエサを持たせ、舞い上
がりにくく、底に剥がれ落ちるように
ゆっくりとバラける。集魚力も充分で、
これをブレンドすることで、底までし
っかりとエサが持つ安心感がある。な
じんだウキが、ジワジワと戻る底釣り
らしい動きは、このエサがゆっくりバ
ラけるからだ。

ペレ底
食べ慣れたエサほど、魚を多く集める
ので、養魚場でも、魚を育てるために
使われるペレットが、集魚には必要と
なる。底のエサを“拾わせる”イメー
ジで、ペレットに誘われたヘラは、下
に向きやすい。匂いが、長続きするの
で、へら鮒を足止めできる効果もある。

粒戦
魚の大好きなペレットを、さらに小粒に
して、食いやすくし、たくさん寄せて、た
くさん釣るには最適なエサ。また、時間
経過とともに、ネバったり、硬くなった
りして、バラケ性が落ちたエサを手助
けする役目もある。さらに、容易には溶
けなず、特性も変わらないので、このエ
サを追い足していけば、狙い通りの釣
りを維持できる。必ず粒は底へ落ちる
ので、底や底近くにへら鮒は集まる。
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空振りやウワズリ気味なら小さめ、
ウキの動きが悪いときは、大きめに
付ける。特に「粒戦」が入っている
ので、開きがよいので注意が必要。

エサの大きさ
実寸大

直径0.8～1.2㎝

～

ま
ず
は
、
底
釣
り
の
軸
と
な
る

タ
ナ
取
り
を
し
っ
か
り
行
な
う
こ

と
。
ポ
イ
ン
ト
の
前
後
左
右
を
含

め
、
５
カ
所
を
し
っ
か
り
把
握
し

よ
う
。

こ
れ
は
水
流
や
風
に
よ
る
流
れ

で
エ
サ
が
ず
れ
た
際
、
底
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
れ

ば
、
な
じ
み
幅
の
変
化
に
も
落
ち

着
い
て
対
応
で
き
る
か
ら
だ
。
ま

た
、
き
っ
ち
り
と
底
を
測
っ
て
お

く
こ
と
は
、
釣
り
込
ん
で
い
く
上

で
、
タ
ナ
ボ
ケ
な
ど
を
修
正
し
て

い
く
際
に
も
目
安
と
な
る
。

次
に
肝
心
な
の
が
ウ
キ
の
浮
力

だ
。
端
的
に
い
え
ば
大
き
さ
や
形

状
で
な
く
、
オ
モ
リ
の
量
と
考
え

る
。
こ
の
時
期
は
、
大
き
す
ぎ
て

ア
タ
リ
が
出
な
い
と
い
う
こ
と
は

な
い
。
底
近
く
ま
で
エ
サ
を
引
っ

ぱ
っ
て
い
く
こ
と
を
第
一
条
件
と

し
た
い
。

そ
し
て
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
考

え
方
だ
が
、
オ
モ
リ
が
エ
サ
を
底

近
く
ま
で
引
っ
ぱ
り
、
そ
の
位
置

か
ら
エ
サ
が
底
へ
落
ち
て
い
く
。

こ
の
間
の
約
50
㎝
前
後
で
、
魚
に

エ
サ
を
追
わ
せ
て
食
わ
せ
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
。

つ
ま
り
、
魚
の
追
い
方
が
ハ
リ

ス
の
長
さ
に
関
係
し
て
く
る
。
サ

ワ
リ
か
ら
ト
ッ
プ
の
な
じ
み
幅
ま

で
の
ウ
キ
の
動
き
を
、
ハ
リ
ス
の

長
さ
で
い
か
に
ゆ
っ
く
り
な
じ
ま

せ
る
か
を
考
え
る
の
だ
。
だ
が
、

ゆ
っ
く
り
過
ぎ
れ
ば
、
エ
サ
が
持

た
な
く
な
る
。

こ
こ
で
エ
サ
を
硬
く
し
て
し
ま

う
と
ア
タ
リ
が
少
な
く
な
り
、
空

振
り
も
多
く
な
る
。
軟
ら
か
い
エ

サ
を
い
か
に
持
た
せ
る
か
が
重
要

で
、
こ
う
い
う
と
き
は
、
ハ
リ
を

ワ
ン
ラ
ン
ク
大
き
く
す
る
こ
と
で
、

エ
サ
を
持
た
せ
ら
れ
る
こ
と
を
覚

え
て
お
こ
う
。

魚
の
活
性
に
合
わ
せ
て
ハ
リ
ス

の
長
さ
や
ハ
リ
の
大
き
さ
を
変
え

て
い
か
な
い
と
、
エ
サ
が
、
エ
サ

が
と
不
安
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ

の
エ
サ
は
、
寄
せ
も
食
わ
せ
る
こ

と
も
安
心
で
き
る
ブ
レ
ン
ド
。
だ

か
ら
こ
そ
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
合

わ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
釣
れ
る
コ

ツ
と
な
る
。

●
釣
り
方
の
コ
ツ
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短竿なら「絡み止めタン
グステンオモリ」1gに
板オモリを17㎜×12㎜。
中尺なら板オモリを17
㎜×20㎜。長竿なら、
板オモリを17㎜×30㎜。

オモリ実寸大 短竿の場合

＋

中尺の場合

＋

長竿の場合

＋

釣れないときは、こうしよう!

まず、ウキが動かなくなったときに、魚がいなくなったと考える人
が多いが、実際にはウワズってきたサインであることが多い。いきな
り魚がいなくなるわけでなく、徐々に魚が浮いてくるのである。
ウワズリには魚全体が浮いてしまう場合と、頭だけを上に向けてし
まう２つのパターンがある。対応としては、まず、もう一度タナを測
り直すこと。次に使っているエサが、粘ってきてたり、硬くなってい
ないかを確認する。そして、最後にエサを底に置いてくるイメージで、
「粒戦」を追い足していく。
おかしいと感じたら、エサなのか、セッティングなのか、タナなの
かをひとつひとつを確認していくことだ。自分から動いていかなけれ
ば、答えは見つからないだろう。
エサに関して付け加えるならば、ベースエサと「粒戦」を追い足し
たものを用意し、魚を寄せる、底へ安定させるエサとして後者を使い、
動きが出てきたら前者を打つという使い分けが、エサの考え方である。

手順
①タナを測り直す ②エサのタッチの確認 ③「粒戦」を追い足す

アタリがあるのに、釣れないとき
よく、アタリはあるけど釣れないというが、本当にアタリといえるような
動きだろうか？　底釣りでは、きっちりなじみ幅を出し、そこからウキが上
がってきてエサ落ち付近でトメが入り、ツンとか、チクッと入る力強いアタ
リに的を絞ることが大前提だ。
そういったアタリが出ていても釣れないときは、エサのタッチを確認しよ
う。硬い、軟らかいの手直し、エサの乾きなどに注意し、上手くいかないよ
うなら、エサをもう一度作り直すのもひとつの手だ。
また、寄せを十二分に意識したエサなので、打ち始めから時間が経つにつ
れ、魚の寄りが多くなってくる。これによりエサがもっていないことも充分
考えられる。エサを大きく付けるか、「ダンゴの底釣り夏」を振りかけ、持
たせるようにする。
もうひとつ、エサに粘りが出てしまい、膨らみが悪くなり、魚にピンポン
されていることも考えられる。このときは、手水で軟らかくしていくが、タ
ッチでなく「粒戦」の量を増やして開かすことも可能だ。
この「粒戦」を足して開かせるパターンは、かなり効果的で、上手く使い
こなせればエサの幅が広がるので、ぜひ覚えておきたいテクニックだ。

アタリがなくなったとき


